
２／19（土）～３／31（木）

坂城古雛まつり坂城古雛まつり
２／19（土）～３／31（木）

写真は鉄の展示館にて展示中の
県内最大の享保雛と五人囃子（　　　　　　　 ）写真は鉄の展示館にて展示中の
県内最大の享保雛と五人囃子（　　　　　　　 ）
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投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

入
場
券
を
持
参
し
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

期
間

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

４
月
２
日（
土
）～
４
月
９
日（
土
）

坂
城
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

４
月
20
日（
水
）～
４
月
23
日（
土
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場
所　

　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー
期
日
前
投
票
所

町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
県
内
の
最
寄
り

の
市
町
村
が
発
行
し
た
「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

の
証
明
書
」
を
持
参
し
た
方
。

坂
城
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

○
平
成
３
年
４
月
25
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
引
き
続
い
て
町

内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

○
平
成
23
年
１
月
18
日
ま
で
に
転

入
の
届
出
を
さ
れ
た
満
20
歳
以

上
の
方
で
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
。

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

○
平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
引
き
続
い
て
町

内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

○
平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転

入
の
届
出
を
さ
れ
た
満
20
歳
以

上
の
方
で
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。

○
平
成
22
年
12
月
10
日
以
降
に
坂

城
町
か
ら
県
内
へ
転
出
さ
れ
た

方
で
、
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
坂
城

23

４
月
は
統
一
地
方
選
挙

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
４
月
10
日（
日
）

坂
城
町
長・町
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
４
月
24
日（
日
）

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
４
月
10
日
（
日
）
に
長
野
県
議
会
議
一
般

選
挙
が
、
４
月
24
日
（
日
）
に
坂
城
町
長
・
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
や
将
来
に
関
わ
る
大
切
な
選

挙
で
す
の
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
場
所
　
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

持 

ち 

物
　
入
場
券

坂
城
町
で

投
票
で
き
る
方

期
日
前
投
票

坂城町長・町議会議員選挙
立候補手続き説明会

坂城町長・町議会議員一般選挙に立

候補を予定する方はご参加ください。

日時　３月 22日（火）
　　　午前 10時～
場所　役場３階講堂



　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
及
び
介
護
保

険
法
上
の
要
介
護
者
で
左
表
の
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
自
宅
で
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
上
肢
・
視
覚
に
障

害（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
な
ど
）

の
あ
る
方
は
、
代
理
記
載
に
よ
る

自
宅
で
の
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
あ
ら
か

じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

証
明
書
の
交
付
な
ど
不
明
な
点
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

郵便による不在者投票の対象者

各地区投票所
地　　区 投　票　所

鼠、鼠団地、新地５・６東・６西、新地団地 第１投票所 鼠公民館
新地７、金井、（株）栗林製作所寮、さかき美山園 第２投票所 金井振興センター
入横尾 第３投票所 入横尾公民館
町横尾、泉 第４投票所 泉区公民館
中之条、雇用促進住宅 第５投票所 中之条公民館
四ッ屋、戌久保、御所沢、田町、さかき美里園

（株）柳沢精機寮、（株）都筑製作所寮、はにしな寮 第６投票所 田町十王堂

南日名、和平 第７投票所 南日名公民館
北日名 第８投票所 北日名公民館
横町、込山、立町、旭ヶ丘、日名沢、寿製薬 ( 株 ) 寮 第９投票所 坂城保育園
大宮、新町、坂端 第 10 投票所 新町公民館
苅屋原 第 11 投票所 苅屋原公民館
川東、網掛上手、東原、西原、中央、堀上、新堀上、村東
新田、網掛団地、月見 第 12 投票所 網掛集会所

五明上手、上本道、東本道、下西、本道、向村、鎌原 第 13 投票所 上五明公民館
福沢、小野沢、島、島第一、出浦甲部、出浦東部
出浦北部、上平第一、若草団地、宝池月影寮　 第 14 投票所 坂城町ふれあいセンター

（上平公民館）
小網 第 15 投票所 小網公民館

◎問い合わせ先
　坂城町選挙管理委員会
　事務局（総務課内）
　☎８２－３１１１
　（内線２１４）　
　有線８８－１００７
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郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

4 月は統一地方選挙です

身体障害者手帳
両下肢・体幹・移動機能の障害 １級・２級
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
直腸・小腸の障害 １級・３級

肝臓・免疫の障害 １級～３級

戦傷病者手帳
両下肢・体幹の障害 特別項症～第２項症
心臓・じん臓・呼吸器
ぼうこう・直腸・小腸
肝臓の障害

特別項症～第３項症

介護保険被保険者証 要介護５



小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
更
新

　

第
３
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ

更
新
し
、配
備
し
ま
し
た

消
防
団
員
募
集
中
！

　
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
愛
す
る

ま
ち
を
守
り
ま
せ
ん
か
。消
防
団

は
あ
な
た
の
協
力
を
待
っ
て
い
ま

す
！

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
精
績
章

瀬
下
幸
二（
１
）	

豊
田
竜
二（
８
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
技
術
章

田
中
秀
紀（
２
）	

塚
田
夏
樹（
10
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
精
勤
章

赤
池
秋
彦（
3
）	

清
水　

悠（
５
）

小
宮
山
剛
史（
６
）	

北
澤
哲
也（
10
）

宮
原
篤
司（
９
）	

塚
本
圭
司（
２
）

田
中
宏
幸（
８
）	

永
井
伸
幸（
11
）

竹
内
威
駒
未（
４
）	

小
林
利
史（
ラ
ッ
パ
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
功
労
章

岩
淺
和
仁（
７
）	

春
日
貴
之（
９
）

宮
島
秀
行（
２
）	

近
藤
悠
作（
10
）

高
橋
政
輝（
８
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章
15
年

宮
澤
秀
幸（
１
）	

片
桐　

修（
５
）

小
宮
山
哲
也（
6
）	

宮
下
正
次（
７
）

西
澤
泰
輔（
８
）	

神
田
友
和（
８
）

北
島　

守（
10
）	

塚
田
武
志（
10
）

埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
　
勤
続
章
10
年

若
林
裕
也（
１
）	

宮
原
文
治（
２
）

片
山
和
人（
４
）	

山
岸
一
暁（
４
）

塚
田
広
司（
５
）	

谷
川
雄
一（
６
）

岩
淺
和
仁（
７
）	

磯
野　

真（
８
）

宮
原
篤
司（
９
）	

入
日
千
洋（
９
）

宮
下
紘
樹（
11
）	

山
辺
繁
雄（
11
）

中
村
昌
弘（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
長
表
彰
　
退
任
者
表
彰

直
江
芳
樹（
１
）	

田
中
健
二（
２
）

宮
下
洋
一（
３
）	

青
木
進
也（
４
）

深
町
千
尋（
５
）	

宮
澤　

豊（
５
）

小
宮
山
健
一（
６
）	

鎌
倉　

賢（
６
）

春
日
雄
次（
６
）	

金
子
淳
也（
７
）

磯
野　

真（
８
）	

丸
山
修
一（
８
）

塩
野
入
寿（
９
）	

鵜
飼
茂
昭（
９
）

佐
々
木
謙
一（
10
）	

宮
下
紘
樹（
11
）

清
水
智
成（
ラ
ッ
パ
）

坂
城
町
長
表
彰
　
優
秀
章

宮
澤
卓
也（
１
）	

宮
島
秀
行（
２
）

小
山
貴
司（
２
）	

竹
内
春
樹（
４
）

中
沢
裕
樹（
５
）	

渡
邊　

豊（
７
）

小
宮
山
翼（
９
）	

近
藤
悠
作（
10
）

滝
沢
敏
之（
10
）	

関
谷
義
雄（
10
）

山
岸
輝
基（
11
）	

浅
賀
光
雄（
11
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
退
職
感
謝
状

髙
橋
進
平（
団
長
）	村
田
健
二（
副
団
長

）

竹
内
敏
正（
副
団
長

）　

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
功
労
章

春
日
憲
吉（
６
）	

深
井
洋
幸（
７
）

長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
努
力
章

片
山
和
人（
４
）	

瀬
下　

誠（
９
）

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。表
彰

さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

※
敬
称
略（　

）は
所
属
分
団

消
防
庁
長
官
表
彰
　
退
職
感
謝
状

深
井
浩
司（
６
）	

大
石
則
明（
６
）

大
塚
行
徳（
７
）	

浅
野
井
克
明（
９
）

佐
々
木
謙
一（
10
）	

塚
田
貴
彦（
10
）

清
水
幸
雄（
ラッ
パ
）	

塚
田
昌
彦（
ラ
ッ
パ
）

長
野
県
知
事
表
彰
　
退
職
感
謝
状

髙
橋
進
平（
団
長
）	竹
内
敏
正（
副
団
長

）

青
木
雄
紀（
２
）	

宮
嶋
直
人（
３
）

菅
野
昭
弘（
５
）

坂
城
町
長
表
彰
　
退
職
感
謝
状

髙
橋
進
平（
団
長
）	

村
田
健
二（
副
団
長
）

竹
内
敏
正（
副
団
長
）　

山
城
孝
江（
婦
人
消
防
隊
長
）

青
木
雄
紀（
２
）	

宮
嶋
直
人（
３
）

菅
野
昭
弘（
５
）	

深
井
浩
司（
６
）

大
石
則
明（
６
）	

大
塚
行
徳（
７
）	

浅
野
井
克
明（
９
）	

佐
々
木
謙
一（
10
）	

塚
田
貴
彦（
10
）	

清
水
幸
雄（
ラッ
パ
）	

塚
田
昌
彦（
ラ
ッ
パ
）

　

１
月
23
日（
日
）、坂
城
町
消
防

団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
野
団
長
以
下
、消
防
団
及
び

婦
人
消
防
隊
員
約
３
５
０
名
が
さ

か
さ
ぎ
通
り
で
街
頭
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に

お
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、消

防
団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々さかさぎ通りでの街頭行進

45

坂
城
町
消
防
団 

出
初
式
挙
行



料
金

　
新
規
登
録
の
犬

　
　

６
，
２
２
０
円

　
　
（
登
録
料
３
，
０
０
０
円
＋

　
　

  

注
射
料
金
３
，
２
２
０
円
）

　
登
録
済
み
の
犬

　
　

３
，
２
２
０
円

　
　
（
注
射
料
金
の
み
）

　

登
録
済
み
の
犬
を
お
飼
い
の
お

宅
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を
３
月

末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
注

射
の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射

が
困
難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶

予
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
、必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

左
記
の
日
程
で
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　

☎
８
２
―
３
１
１
１

　
　
（
内
線
１
２
５
）

　

有
線
８
８
―
１
０
２
５

　

平
成
23
年
度
の
登
録
及
び
集

合
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

対
象　

生
後
91
日
以
上
の
す
べ
て

の
犬
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
飼
犬
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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平成 23年の

行政協力員（区長）さんをご紹介します　【敬称略】

区名 氏名 組合 連絡先
　　鼠 岩 淺　 章 ２ ☎・有線 82 － 6056

　新　地 横 山　 和 雄 ６西 ☎ 82-2779 有線 82-6161
　金　井 宮 原　 健 一 13 ☎・有線 82 － 6475
○入横尾 西 澤　 磨 16 ☎・有線 82 － 3361
　町横尾 舘 内　 英 雄 18- ３ ☎・有線 82 － 6848

　泉 和 合　 清 司 １ 080 － 2077 － 4506
○中之条 𠮷 川　 一 芳 ８ ☎・有線 82 － 4611
　四ツ屋 田 中　 元 男 ５ ☎　　　 82 － 5445
　戌久保 水 間　 久 夫 ２ ☎　　　 82 － 5237
　御所沢 前 澤　 繁 一 ３ ☎・有線 82 － 2097
　田　町 宮 下　 勝 治 ４ ☎   　　82 － 1632

横　町 丸 山　 俊 雄 ３ ☎・有線 82 － 3079
○立　町 青 木　 敏 征 ３ ☎　　　 82 － 5420
　込　山 坂 本　 光 男 ２ ☎・有線 82 － 6077

区名 氏 名 組合 連絡先
旭ヶ丘 中村忠比古 ３ ☎・有線 82 － 2973
南日名 小宮山久春 ３ ☎・有線 82 － 6863
北日名 荒 井　 一 郎 ３下 ☎　　　 82 － 3961

◎日名沢 田 中 道 葊 １ ☎・有線 82 － 5969
新　町 黒 岩　 隆 １ ☎　　　 82 － 8421
大　宮 田 村　 喬 ４ ☎　　　 82 － 5997
坂　端 宮 下　 正 利 ６ ☎・有線 82 － 6095
苅屋原 小 出 重 德 ２ ☎・有線 82 － 5203
網　掛 塩野入德治 中央 ☎・有線 82 － 2897
上五明 山 城　 智 五明上手 ☎・有線 82 － 4866
上　平 竹内美津子 出浦東部 ☎・有線 82 － 3960
小　網 吾 妻　 敏 光 小網 ☎　　　 82 － 7133

○月　見 柳 澤　 浩 ２ ☎・有線 82 － 6881
◎会長　○副会長

犬の飼い主の皆さんへ
実施日 場　　　　　所 時　　　　　間

４月６日㈬

北日名公民館前 午前　9:30 ～   9:40
南日名公民館前 　　    9:50 ～ 10:00
旭ケ丘公民館前 　　 10:10 ～ 10:20
大宮公民館前 　　 10:30 ～ 10:45
ＪＡちくま坂城支所前 　 10:55 ～ 11:10
田町十王堂 　　 11:20 ～ 11:30
御所沢公民館前 11:40 ～ 11:50
四ツ屋神明神社 午後　1:10 ～   1:25

４月19日㈫

苅屋原泉徳寺北側駐車場 午前　9:30 ～   9:40
隣保館前 　　  9:50 ～ 10:00
立町公民館前 　　 10:10 ～ 10:20
月見区集会所前 　　 10:30 ～ 10:45
上五明公民館前 　　 10:55 ～ 11:10
小網公民館前 11:20 ～ 11:30
網掛公民館裏 　　 11:40 ～ 11:50
ふれあいセンター（上平公民館）前 午後　1:10 ～   1:20
上平区民会館（旧上平公民館） 　　　1:30 ～   1:40

５月19日㈭

鼠公民館裏 午前　9:30 ～   9:50
ＪＡちくま南条店前 　　 10:00 ～ 10:15
金井麦大豆生産振興センター 　　 10:25 ～ 10:40
町横尾公民館前 　　 10:50 ～ 11:00
中之条14組合資源物収集所 　　 11:10 ～ 11:25
入横尾公民館前 　11:35 ～ 11:45
泉区公民館前 午後　1:10 ～   1:25
中之条公民館前 　　　1:35 ～   1:50

６月12日㈰

鼠公民館裏 午前     9:30 ～   9:45
ＪＡちくま南条店前 　　  9:55 ～ 10:10
泉区公民館前 　　 10:20 ～ 10:30
中之条公民館前 　　 10:40 ～ 11:00
四ツ屋神明神社  　　11:10 ～ 11:30
ＪＡちくま坂城支所前   　 11:40 ～ 11:50
隣保館前 午後     1:10 ～   1:20
ＪＡちくま村上店前 　　  1:30 ～   1:50
月見区集会所前 　　  2:00 ～　2:10

飼
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
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振
替
で
前
納
（
ま
と
め
て
納
め
る
）

す
る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
。【
下
表
参
照
】

　

口
座
振
替
の
申
込
、
振
替
方
法
の

変
更
は
、
年
金
手
帳
・
預
金
通
帳
・

口
座
届
出
印
を
持
参
し
て
役
場
窓
口
、

年
金
事
務
所
、
金
融
機
関
な
ど
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保

険
料
の
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方
は
、
早
割
・
口
座
振
替
の
前

納
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
の
が
困
難
な
方
は
、
保
険
料

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
前
年
の
所
得
が
一

定
以
下
で
あ
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
下
記
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
翌

月
の
末
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
、
早
め
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
年
金
事

務
所
の
窓
口
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

２
年
経
過
後
は
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
老
後

に
受
け
取
る
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）

が
減
る
か
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
「
万
が
一
」
の
と
き
に
受
け

ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
も
、
保
険
料
の
未
納
が
一
定
期

間
以
上
あ
る
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
「
便
利
・
確
実
・

安
心
」
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
座

納
期
限
は
翌
月
末
日

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
め
忘
れ
が
あ
る
と 安

心
と  

暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
５
、
０
２
０
円

口座振替で納付する場合

年金についての相談や問い合わせはお気軽に

納付書で納付する場合

納付方法 振替日 金額（年額） 割引額（年額）

１年前納 平成23年５月２日 １７６，４６０円 ３，７８０円

６か月前納
【前期】平成23年 ５月２日
【後期】平成23年10月31日

８９，１００円×２回 ２，０４０円

毎月納付（早割） 納付該当月の月末 １４，９７０円×12回 ６００円

毎月納付 納付該当月の翌月末 １５，０２０円×12回 割引なし

納付方法 納付期限 金額（年額） 割引額（年額）

１年前納 平成23年５月２日 １７７，０４０円 ３，２００円

６か月前納
【前期】平成23年 ５月２日
【後期】平成23年10月31日

８９，３９０円×２回 １，４６０円

毎月納付 納付該当月の翌月末 １５，０２０円×12回 割引なし

納
付
が
困
難
な
と
き
に
は

※手続きの都合上、間に合わない場合がありますので、お申し込みはお早めにお願いします。

　長野南年金事務所、上田年金相談室または「ねんきんダイヤル」で、年金についてのさま
ざまな相談に応じています。お気軽にご利用ください。
◎長野南年金事務所　☎（０２６）２２７－１２８４
◎ねんきんダイヤル　☎０５７０－０５－１１６５
　受付時間　月曜～金曜日：午前８時30分～午後５時15分（月曜日は午後７時まで延長）
　　　　　　第２土曜日：午前９時30分～午後４時
◎上田年金相談室（上田駅前ビル パレオ ４階）※電話による相談はできません。
　相談時間　月曜～金曜日：午前９時～正午　午後１時～４時



　

長
野
精
神
保
健
福
祉
協
議
会

で
は
、
う
つ
病
や
自
殺
を
身
近

な
問
題
と
し
て
捉
え
、
大
切
な

い
の
ち
を
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え

る
機
会
と
し
て
「
う
つ
・
自
殺

対
策
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
振
付
師
で
、
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
・
健
康
教
育
学
士
の

ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｒ
ｉ
（
わ
た
り
と
し

お
）
さ
ん
で
す
。

日
時　

３
月
９
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
（
長
野
県
県
民
文
化
会
館
）

　
　
　

２
階
小
ホ
ー
ル

講
師　
ｗ
ａ
ｔ
ａ
ｒ
ｉ
さ
ん

演
題　

う
つ
病
を
克
服
し
た
私
・

う
つ
病
で
自
殺
し
た
母

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
会
場

の
定
員
は
３
０
０
人
ま
で
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
８
０—

０
９
３
６

　

長
野
市
中
御
所
岡
田
９
８—

１

　

長
野
保
健
福
祉
事
務
所

　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

☎
０
２
６—

２
２
５—

９
０
４
５

　

長
野
県
で
は
、
緊
急
に
精
神
科

医
療
を
必
要
と
す
る
方
の
た
め

に
、
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー

「
り
ん
ど
う
（
県
立
こ
こ
ろ
の
医

療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根
内
）」
の
電

話
相
談
を
24
時
間
・
３
６
５
日
体

制
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

料
理
づ
く
り
、
音
楽
・
ヨ
ガ
教
室

な
ど
様
々
な
活
動
を
通
し
て
生
活

経
験
を
深
め
、
仲
間
づ
く
り
を
し

な
が
ら
地
域
で
の
自
立
と
社
会
参

加
を
目
指
す
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
一
年
を
通
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
体
調
に
あ
わ
せ
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
で
き
る
方

・
町
内
在
住
の
精
神
障
害
の
方

・
服
薬
の
自
己
管
理
が
で
き
、
主

専
用
電
話
番
号

　

０
２
６
５—

８
１—

９
９
０
０

対
象
者　

県
内
在
住
で
緊
急
に
精

神
科
医
療
を
必
要
と
す
る
方
や
家
族

相
談
対
応

　

看
護
師
・
精
神
保
健
福
祉
士

治
医
の
許
可
が
あ
る
方

開
催
日　

月
２
回　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

坂
城
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
交
通

費
・
材
料
費
な
ど
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
 

☎
８
２—

３
１
１
１

　
　
（
内
線
５
１
１
）

 　

有
線
８
８—

１
０
４
７

な
ら
な
い
…
な
ど
、
自
分
の
異
変

に
気
づ
い
た
ら
、
ま
た
、
周
囲
の

人
の
異
変
に
気
づ
い
た
ら
「
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を

せ
ず
、
早
め
に
各
機
関
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０—

０
６
４—

５
５
６

自
殺
予
防　

い
の
ち
の
電
話

　

０
１
２
０—

７
３
８—

５
５
６

　

毎
月
10
日
午
前
８
時
〜

　

11
日
午
前
８
時
ま
で
開
設

自
殺
予
防　

長
野
い
の
ち
の
電
話

　

０
２
６—

２
２
３—

４
３
４
３

　

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

　

年
中
無
休

　

３
月
は
生
活
や
身
の
回
り
の
環

境
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
時
期

で
あ
り
、
自
分
で
も
気
づ
か
ぬ
う

ち
に
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
抱
え
込

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
季
節
の
変
化
な
ど
か

ら
、
沈
ん
で
い
た
気
持
ち
が
前
向

き
に
な
り
、
そ
の
活
力
が
自
死
へ

の
行
動
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
う
つ

病
の
人
が
、
自
殺
に
至
り
や
す
い

と
き
と
い
う
の
は
、
最
も
う
つ
状

態
が
ひ
ど
い
と
き
で
は
な
く
、
実

は
、
気
持
が
少
し
前
向
き
に
な
っ

た
『
回
復
期
』
な
の
で
す
。

　

仕
事
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、

学
校
の
こ
と
な
ど
、
一
人
で
悩
み

苦
し
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
自
分
の
周
囲
で
悩
ん

で
い
る
・
困
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
最
近
ど
う
に
も
気
分
が

良
く
な
ら
な
い
、
何
も
す
る
気
に

地
域
共
通
の
相
談
窓
口

精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
が
24
時
間
・
３
６
５
日
体
制
に

精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア
の
仲
間
を
募
集    

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

か
か
り
つ
け
の
精
神
科
医
療
機
関
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
主
治
医
に
相
談

そ
れ
で
も
困
っ
た
と
き
は
「
り
ん
ど
う
」
へ
お
電
話
く
だ
さ
い

▲

う
つ
・
自
殺
対
策
講
演
会

「
地
域
で
い
の
ち
を
支
え
よ
う
」
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３
月
は『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』で
す

誰
に
で
も
起
こ
る
身
近
な
問
題

　

３
月
は
、
１
年
の
う
ち
で
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
数
が
最
も
多
い
月

で
す
。
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
、
全
国
的
に
『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』

と
し
て
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

自
殺
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。
こ
の
機
会

に
自
殺
対
策
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



表
し
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
歴
代
の
生
徒
会
長
さ
ん
を

お
招
き
し
て
お
話
を
お
聴
き
し

な
が
ら
、
本
校
の
伝
統
や
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

○
50
周
年
記
念
祝
賀
会
（
午
後
）

・
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
会

費
制
で
行
い
ま
す
。〈
招
待
者
〉

○
そ
の
他

・
比
田
井
和
孝
氏
に
よ
る
50
周
年

記
念
講
演
会
〈
一
般
公
開
〉

　

10
月
下
旬
に
行
い
ま
す
。

・
50
周
年
記
念
誌
の
販
売

50
年
の
あ
ゆ
み
や
、
卒
業
生
名

簿
な
ど
を
掲
載
し
た
記
念
誌
を

販
売
し
ま
す
。

・
記
念
品
の
販
売

航
空
写
真
、
校
章
入
り
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ

ぐ
い
を
販
売
し
ま
す
。

・
教
育
環
境
整
備
事
業

生
徒
た
ち
の
た
め
に
、
教
育
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

坂
城
中
学
校
50
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
坂
城
中
学
校
内
）

　

 

☎
有
線
８
２—

３
０
８
０

申
請
書
類　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
）

①
平
成
22
年
度
妊
婦
健
診
（
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ—

１
抗
体
検
査
）
公
費
助

成
申
請
書

②
妊
婦
健
診
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
抗
体

検
査
）
受
診
料
支
払
い
証
明
書

（
平
成
22
年
12
月
８
日
以
前
、
平
成

23
年
４
月
１
日
以
降
に
実
施
し

た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

◎
問
い
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
２—

３
１
１
１

　
　
（
内
線
５
１
２
）　

　

有
線
８
８—

１
０
４
７

主
な
内
容

○
50
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
（
午
前
）

テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
新
垣
勉
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
１
時
間
の
リ

サ
イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。〈
一

般
公
開
〉

○
50
周
年
記
念
式
典
（
午
後
）

・
坂
城
中
学
校
50
年
の
あ
ゆ
み

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
私
た
ち
坂
中

の
伝
統
」（
仮
称
）〈
一
般
公
開
〉

坂
城
中
学
校
50
年
の
あ
ゆ
み
で

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

学
習
し
た
坂
城
中
の
歴
史
を
発

検
査
を
行
い
、
適
切
な
保
健
指
導

を
受
け
母
乳
を
介
し
た
母
子
感
染

を
防
止
し
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・

育
児
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

坂
城
町
に
居
住
し
、
平

成
22
年
12
月
９
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
に
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
抗
体
検
査
を
妊
婦
健
診
と
し
て

実
施
し
検
査
料
を
実
費
で
支
払
っ

た
方

実
施
期
間　

平
成
22
年
12
月
９
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日

助
成
額　

２
，
２
９
０
円

の
節
目
の
年
に
、
坂
城
中
学
校
開

校
50
周
年
記
念
事
業
を
、
実
行

委
員
会
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

校
と
連
携
し
計
画
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
秋
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
よ

う
な
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
日　

９
月
23
日
（
金
）

※
第
45
回
大
峰
祭
を
９
月
22
日
〜

24
日
と
し
、２
日
目
の
23
日（
秋

分
の
日
）
に
記
念
式
典
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

国
の
決
定
に
よ
り
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ

Ｖ—

１
抗
体
検
査
（
ヒ
ト
白
血
病

ウ
ィ
ル
ス—
１
型
）
が
、
新
た
に

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
項
目
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町

で
は
、
抗
体
検
査
を
実
施
し
た
妊

婦
に
つ
い
て
検
査
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。　

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
の
感
染
に
よ
り
、

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
等
を
発
病

す
る
場
合
が
あ
り
、
母
親
が
こ
の

ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
と
母
乳

な
ど
を
介
し
て
子
ど
も
に
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
期
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
抗
体

　

坂
城
中
学
校
は
、
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
11
月
に
坂
城
・

中
之
条
・
村
上
の
３
中
学
校
が
統

合
さ
れ
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）

年
に
、
現
在
の
地
に
開
校
し
て
か

ら
今
年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

89

妊
婦
健
診
で
の「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ—

１
抗
体
検
査
」費
用
を
助
成

坂
城
中
学
校
開
校
50
周
年
記
念
で
多
彩
な
事
業

理想のボディを目指そう！
のびのびストレッチ教室（前期）

　ストレッチにはどんな効果があるか知っていますか？
　ストレッチのゆっくりとした呼吸は、気持を落ち着かせ、
血流を良くします。そして、ゆったりと大きな動きは、筋
肉の緊張をとり、体の伸縮性や柔軟性を高め、いつまで
も若々しく、転びにくい体を作ります。教室に参加して、
心も体もリフレッシュしてみませんか。

日　程：４月〜６月の月２回の木曜日（計６回）
時　間：午後７時〜８時　　場所：保健センター
受講料：1,500 円　　　　　  申込期限：３月 31 日（木）

◎申込・問い合わせ先
　保健センター
　☎８２−３１１１
 　　（内線５１１）
　　有線８８−１０４７



○
定
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
輪
し
ま

し
ょ
う
。

○
自
転
車
は
施
錠
し
、盗
難
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
駐
輪
場
に
長
期
間
放
置
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
通
勤
通
学
は
、余
裕
を
も
っ
て

出
掛
け
、駆
け
込
み
乗
車
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
都
市
・
公
園
係

　

☎
８
２—

３
１
１
１

　

(

内
線
１
７
７)

　

有
線
８
８—

１
０
１
７

対
象　

小
学
校
４
年
生
〜
中
学
生

受
講
料　

無
料（
坂
城
町
在
住
の
方
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
セ
ン
タ
ー
内
教
育
文
化
課

　

生
涯
学
習
係

　

☎
・
有
線
８
２—

２
０
６
９

登
録
料

　

自
転
車
…
２
，０
０
０
円
／
年

　

バ
イ
ク
等
…
３
，０
０
０
円
／
年

※
駅
備
え
付
け
の
利
用
申
込
書
に

ご
記
入
の
う
え
、登
録
料
と
と

も
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
上
記
受
付
日
時
以
降
は
、坂
城

駅
前
の「
坂
城
観
光
案
内
所
」

(

信
州
観
光
バ
ス
坂
城
営
業
所

☎
８
１—

２
１
２
１)

で
随
時

受
付
け
て
い
ま
す
。

　　

皆
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

ミ
ン
グ
の
面
白
さ
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。対
象
は
小
学
生
４

年
か
ら
中
学
生
ま
で
で
す
。春
休

み
の
お
楽
し
み
と
し
て
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　
　

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

講
師　

井
門
俊
治
さ
ん

　
　
　
（
埼
玉
工
業
大
学
工
学
部
教
授
）

募
集
定
員　

12
名

　

し
な
の
鉄
道
坂
城
駅
・
テ
ク
ノ

さ
か
き
駅
前
の
屋
根
付
駐
輪
場

の
、平
成
23
年
度
利
用
受
付
を
行

い
ま
す
。

　

駅
前
周
辺
の
通
路
に
駐
輪
す
る

自
転
車
が
増
加
し
、駅
利
用
者
の

迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
す
。定
期
的

に
利
用
さ
れ
る
方
は
、登
録
駐
輪

場
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
日
時

　

３
月
25
日（
金
）午
後
５
時
〜
７
時

　

３
月
26
日（
土
）午
後
４
時
〜
６
時

受
付
場
所

　

坂
城
駅
・
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅

　
（
当
該
駅
の
駐
輪
場
の
み
受
付
）

　

埼
玉
工
業
大
学
と
坂
城
町
の
連

携
協
定
の
一
環
と
し
て
、「
さ
か
き

ふ
れ
あ
い
大
学
」に
埼
玉
工
業
大

学
坂
城
町
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

第
一
弾
と
し
て
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト

の
工
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体

験
教
室
を
行
い
ま
す
。埼
玉
工
業

大
学
の
井
門
教
授
の
ご
指
導
の
も

と
、組
み
立
て
た
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト

を
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
動
か
し
た

り
、光
ら
せ
た
り
し
て
、プ
ロ
グ
ラ

駅
は「
ま
ち
の
顔
」で
す

坂城町が地方自治の「優良町村」として
全国町村会から表彰される

　１月28日（金）の全国町村会定期総会
において、坂城町が優良町村として表彰
され、２月17日（木）に行われた長野県
町村会第12回定期総会において、全国
町村会長の藤原忠彦さんから、中沢町
長へ表彰状が授与されました。この表
彰は、町村の行財政運営が総合的に充
実し、その事績が他の範となる町村を優
良町村として表彰するもので、当町が
同表彰を受けるのは、昭和35年以来50
年ぶりのこととなります。
　町では、今回の表彰を励みとし、今
後さらに、町民の皆さんが住みやすい
まちにするよう、健全な行財政運営に
努めていきます。

◀今回いただいた表彰状

▶長野県町村会定期
総会で授与を受け
る中沢町長
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平
成
23
年
度 

駅
前
駐
輪
場
利
用
登
録

埼
玉
工
業
大
学
坂
城
町
講
座 

第一弾

レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
組
み
立
て
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室



ワ
　
ザ

����

平
成
22
年
度 

坂
城
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
報
告

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」を
未
来
に
繋
ぐ

　

今
年
度
、
町
で
は
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育
成
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
町
で
培

わ
れ
て
き
た
高
度
な
技
能
・
技
術
の
継
承
と
習
得
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
も
の
づ
く
り
教
育
」
支
援
、
新

技
術
・
新
産
業
の
創
出
や
発
明
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
技
能
尊
重
気
運
を
醸
成
し
、

「
も
の
づ
く
り
」
全
般
に
係
る
技
能
・
技
術
の
高
度
化
と
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
「
坂
城
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
成
果
と
今
後
の
事
業
展
開
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
大
切

さ
、
面
白
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
で
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
坂

城
」
を
支
え
て
い
く
次
世
代
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
も
の
づ
く

り
教
育
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

主
に
①
机
上
の
学
習
か
ら
実
践
へ
②

社
会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
養
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

諏
訪
地
域
で「
も
の
づ
く
り
教
育
」

の
展
開
を
進
め
た
河
野
先
生
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
町
内
各
小
中
学
校

で
公
開
講
座
を
行
い
、
自
分
た
ち

が
作
る
も
の
を
実
際
に
使
う
人
た
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
、
も
の
づ
く
り
を
進
め
る
手
法

の
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

①
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
も
の
づ
く
り
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
・
新
技
術
開
発
セ

ミ
ナ
ー

　

財
団
法
人
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
平
成
����
年
か
ら
、

八
十
二
銀
行
の
仲
介
を
受
け
て
、

日
本
最
大
の
研
究
機
関
「（
独
）
産

業
技
術
総
合
研
究
所
」
と
地
域
産

業
を
結
び
付
け
て
い
く
「
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｉ
も
の
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
を
発
足
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

「
ミ
ニ
マ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
（
製
造
に
最
適
な
工
場
環
境
整

備
を
目
的
と
す
る
最
新
技
術
）」
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
こ

の
３
月
����
日
に
は
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
２
年
半
を
総
括
し
、
今
後
の

も
の
づ
く
り
振
興
を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
界
で
注
目
さ
れ
る

企
業
を
招
い
て
、
最
新
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
や
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
取
り
巻
く
現

状
な
ど
、
新
規
産
業
や
経
営
多
角

化
に
関
心
を
持
つ
中
小
企
業
経
営

者
な
ど
に
広
く
情
報
発
信
を
行
う

た
め
３
回
の
講
座
を
開
講
し
ま
し

た
。

②
新
商
品
・
新
技
術
開
発
の
た
め

の
各
種
セ
ミ
ナ
ー

　

新
商
品
・
新
技
術
の
開
発
を
進

め
、
そ
の
魅
力
を
市
場
に
提
案
し
て

い
く
た
め
の
実
践
的
な
学
習
を
行

う
た
め
の
「
新
技
術
・
新
産
業
創

出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
信
大
繊

維
学
部
の
産
学
官
技
術
セ
ミ
ナ
ー

や
大
学
・
研
究
機
関
な
ど
か
ら
様
々

な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
を

招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
数
々
の
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

③
そ
の
他
「
も
の
づ
く
り
」
支
援

　

����
月
����
・
����
日
の
上
田
地
域
産

業
展
に
「
平
成
����
年
度
も
の
づ
く

り
中
小
企
業
製
品
開
発
等
支
援
補

助
金
」
を
受
け
た
坂
城
町
の
新
技

術
・
新
商
品
を
共
同
出
展
し
、
販

路
開
拓
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
技
能

を
尊
重
す
る
気
運
を
つ
く
る
一
環
と

し
て
、
技
能
・
発
明
表
彰
制
度
を

創
設
し
、
今
年
度
５
名
・
２
グ
ル
ー

プ
を
表
彰
を
い
た
し
ま
し
た
。

①
坂
城
高
校
も
の
づ
く
り
講
座
の

ス
タ
ー
ト

　

坂
城
高
校
２
年
生
の
選
択
科
目

へ
新
た
に
「
も
の
づ
く
り
」
を
組
み

入
れ
、
企
業
人
な
ど
、
も
の
づ
く

り
の
現
場
に
携
わ
る
方
を
講
師
に
、

製
造
業
が
集
積
す
る
当
町
の
特
色

を
教
育
課
程
に
反
映
し
て
将
来
の

人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

②
今
年
度
事
業
の
継
続
拡
充

　

今
年
度
展
開
し
て
し
て
き
た
小

中
学
校
の
も
の
づ
く
り
教
育
、
技

能
表
彰
制
度
の
継
続
実
施
と
と
も

に
、
坂
城
町
の
も
の
づ
く
り
技
能

振
興
を
進
め
る
た
め
、
企
業
の
国

際
化
に
対
応
す
る
事
業
支
援
な
ど
、

新
規
事
業
を
検
討
し
、
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

も
の
づ
く
り
教
育
の
展
開

各
種
人
材
育
成
事
業
の
展
開

技
能
表
彰
制
度
の
創
設

次
年
度
に
向
け
て
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